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Λ๷ࢭͰ͖ΔըظతͳγεςϜΛ։ൃͨ͠ɽ͜ͷγεςϜ͸ɼୈ 1 ਤに示すように，水門設備の構造・形状に合わ
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84 IHI

を適窯 34隨緩 ，海生生物の付着がほぼ認め
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ジツボが付着した箇所の下では，孔食が発生していること
が分かった（ୈ 7 ਤ - ( b )，- ( c )





87IHI 技報　Vol.53  No.3 ( 2013 )

どの導水管や海上風力設備，浮き消波堤など，ほかの海上
構造物にも適用可能であり，今後はさらに検討を加え，実
機への適用を図っていく．
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本海生生物付着防止技術の開発に当たっては，関係各位
から多大なご指導とご協力をいただきました．ここに記
し，深く感謝の意を表します．
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( 1 ) IHI：特許 4131055　赤嶺健一
( 2 ) IHI：特許 4126 55


